










研究目的 

未熟児の脳室出血の発生には,生後早期の血圧低下と,引き続いて起きる血圧の大きな変動

が関与することが報告されているが,脳室出血の診断は頭部 CTあるいは剖検によるもので

あり,ベッドサイドでの超音波断層法による診断との対比は無い。我々は昨年度の本研究に

より,超音波断層法像上Ⅰ～Ⅱ度の脳室出血では脳灌流圧が低値であること,Ⅲ度では逆に

脳灌流圧が高値をとることを報告した。そこで本年は生後の大泉門圧,血圧,脳灌流圧の変

動と脳室出血の関係について検討した。またその結果からフェノバルビタールをもちいて

脳室出血が予防できるかについても検討した。 


